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◆2月 2日(金) 授業参観、学級懇談会(１～５年)学級役員決め 
　  　◇６年生　感謝の会(親子ふれあい活動)3・4校時 
 　　　６年生は５時間目の参観はありません。 
 　◇５年生　親子ふれあい活動　４校時 
◆2月 6日(火) 有明漁連より「海苔」の寄贈　※２年生へ(給食時間) 
◆2月 9日(金) 新1年生保護者説明会・体験入学 
◆3月 1日(金) ６年生を送る会 
◆3月13日(水) ６年生　修了式 
◆3月14日(木) 卒業式 
◆3月22日(金) １～５年生　修了式 

　「新年おめでとうございます。」とこれまで当たり前のように言っていた
新年の挨拶でしたが、今年ほど、この言葉に重みを感じた元日はありませ
ん。１日には「令和６年度能登半島地震」、２日には「羽田空港での事故」、
３日には「北九州市の火事」等が起こりました。中でも、能登地震ではた
くさんの方がお亡くなりになった他、避難生活を余儀なくされている方々
もたくさんおられます。私たち教職員もですが、各ご家庭や地域の皆様に
おかれましても、ご親戚やお知り合い等が被災されているかもしれません。
心よりお見舞い申し上げますとともに、１日も早い復旧をお祈り申し上げます。 
　今、こうして変わりない後期後半を迎えられることに感謝するとともに、
私たちにできることは何かを考えて行きたいと思います。 
　2024年も子どもたちが安心して過ごし、力を伸ばすことができるよう
努めてまいりますので、ご理解とご協力をいただきますよう、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。                                           

  2024年(令和６年)は「辰年」です。 もともとは、「辰」
というのは草木が成長し、形が整った状態を表すとされて
いて、「動いて伸びる」とか「整う」という意味があるそ
うです。また、天高くのぼる龍のように、辰年には「強運」
や「運気が上昇する」「景気が上向く」などといった言い
伝えもあり、特に中国では縁起がいい動物だと言われてい
ます。子どもたちが、それぞれの目標や夢に向かって勢い
よく昇っていく１年になることを願っています。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　【筑後広域運動公園にて】 
 
 

　１２月２１日(木)の３・４校時に、集会委員会と体育・環境委員会が中心とな

っての「ドッジビー大会」を行いました。前日から急に気温が下がり、当日も雨

が心配される天気だったのですが、「開閉会式」をオンラインで行うことで運動場

での活動時間を確保し、全校児童でドッジビーを楽しむことができました。 

　子どもたちの様子を見ながら、改めて異学年で遊んだり、学んだりする機会を

持つことの良さを実感したところです。 

　子どもたちが自ら提案・計画・実施した「ドッジビー大会」。これからも、主体

的に取り組める子どもたちを育てていきたいと思います。

　１１月２５日(土)、柳河小学校子どもどろつ
くどんクラブが「第15回　筑後七国卑弥呼の
火祭り」に出演し、本年度最後の活動を終えま
した。どろつくどんの伝統をこうして継承して
いけますのも、地域及び保護者の皆様のご協力
があってのことです。 
　特に、半年間にわたって熱心にご指導くださ
った古賀大地さん、溝上歩さん、溝上悠さん、
本当にありがとうございました。 
　来年度もたくさんの子どもたちが柳河小の伝
統を受け継いでくれることを期待しています。

  ◯１２月２６日(火)、ＰＴＡ会長や環境整備委員長さんを中心として
　　「体育倉庫」の片付けをしていただきました。中の物を全て出し、
　　仕分けをした後、不要品をトラックで何回も運んでいただいたお陰
　　で、体育倉庫が見違えるほどきれいになりました。年の瀬のお忙し
　　い中に参加してくださった保護者の皆様、本当にありがとうござい
　　ました。  
　◯柳河ドッジボールクラブが、鹿児島で行われた九州大会で見事３位
　　に入賞しました。おめでとうございます。 
　◯１月もインフルエンザの流行が心配されます。昨年はＡ型に罹患し
　　た子どもが多かったのですが、年明けはＢ型が流行するのではない
　　かと言われています。学校でも、特に「手洗いと換気」を指導して
　　いますので、ご家庭でのお声かけと「基本的生活習慣」(早寝・早起
　　き・朝ご飯)の定着をお願いいたします。 
　◯１月２５日は「給食記念日」です。栄養い
　　っぱいの温かい給食をいただけることに感
　　謝し、その気持ちを調理員さん方に伝えま
　　す。「いろいろな食材の命をいただいてい
　　ること」を改めて考える機会にしたいと思
　　います。


